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彙 
報

令
和
五
年
度
（
所
属
・
役
職
は
開
催
・
実
施
当
時
、
敬
称
略
）

▽
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
会

・
第
二
回
、「
伊
勢
神
宮 

古
代
・
中
世
移
行
期
論
の
射
程
」（
神

道
宗
教
学
会
研
究
例
会
と
の
合
同
研
究
会
と
し
て
）、
発
題
①

＝
塩
川
哲
朗
（
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
准
教

授
・
研
究
開
発
推
進
機
構
共
同
研
究
員
）「
神
宮
に
関
す
る
由

緒
の
変
化
と
そ
の
背
景
」、
発
題
②
＝
比
企
貴
之
（
研
究
開
発

推
進
機
構
助
教
）「
古
文
書
学
か
ら
み
た
伊
勢
神
宮
の
中
世
的

変
容
―
祭
主
下
文
・
宮
司
符
・
宮
司
庁
宣
を
め
ぐ
っ
て
―
」、

コ
メ
ン
ト
＝
小
林
郁
（
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン

タ
ー
助
教
）「
中
世
に
お
け
る
神
宮
御
師
形
成
の
視
点
か
ら
」、

令
和
六
年
二
月
二
十
二
日
（
木
）
十
四
時
～
十
七
時
、
國
學

院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
二
号
館
二
一
〇
一
教
室
、
対
面
・

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

▽
神
社
本
庁
総
合
研
究
所
と
の
協
議

・
研
究
協
力
に
関
す
る
第
六
回
協
議
、
令
和
六
年
二
月
十
六
日

（
金
）、
國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
Ｍ
Ｃ
五
階
会
議
室

〇
六

▽
「〈
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〉
と
建
学
の
精
神
」
研
究
事
業

〈
公
開
講
座
〉

・「
第
二
回
「
し
ぶ
カ
フ
ェ
」
渋
谷
の
落
書
き
と
ア
ー
ト
の
あ
い

だ　

―
「
仕
事
」
プ
ラ
ス
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
―
」（
報 

告 

者
＝
古
沢
広
祐
〈
研
究
開
発
推
進
機
構
客
員
教
授
〉、
松

嶋
範
行
〈
シ
ブ
ヤ
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
推
進
協
議
会
リ
ー
ダ
ー
〉、

傍
嶋
賢
〈
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
一
般
社
団
法
人
Ｃ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＆

Ａ
Ｒ
Ｔ
代
表
理
事
〉、
コ
メ
ン
ト
＝
清
水
裕
樹
〈
渋
谷
区
環
境

政
策
部
環
境
整
備
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
係
長
〉、
清
水
元

葵
〈
國
學
院
大
學
学
生
・
第
七
回
渋
谷
区
長
へ
の
施
策
提
言

コ
ン
ペ
区
長
賞
受
賞
者
〉、三
浦
夕
佳〈
同
〉、森
下
陽
向〈
同
〉、

小
松
遥
〈
同
〉、
秋
野
淳
一
〈
研
究
開
発
推
進
機
構
客
員
研
究

員
〉
司
会
進
行
＝
小
林
裕
美
子
〈
國
學
院
大
學
大
学
院
生
・

研
究
開
発
推
進
機
構
作
業
協
力
者
〉）、
令
和
六
年
三
月
十
一

日
（
金
）
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
て
配
信
開
始

▽
「
國
學
院
大
學
「
古
典
文
化
学
」
の
創
出
研
究
事
業
」

〈
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
〉

・
講
演
「
北
部
九
州
の
神
功
皇
后
信
仰
」
＝
𠮷
田
扶
希
子
（
西

南
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
・
研
究
開
発
推
進
機
構
共
同
研
究

員
）、
令
和
六
年
二
月
二
十
一
日
（
水
）
十
五
時
～
十
六
時

三
十
分
、
國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
二
号
館
二
一
〇
一
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教
室
、対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
開
催

〈
出
張
〉

・「
研
究
協
力
の
企
画
・
立
案
に
向
け
た
皇
學
館
大
学
と
の
打
合

せ
」、
松
本
久
史
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）・
渡
邉
卓
（
研
究

開
発
推
進
機
構
准
教
授
）・
半
田
竜
介
（
研
究
開
発
推
進
機
構

助
教
）、
令
和
六
年
三
月
十
日
（
日
）
～
十
一
日
（
月
）、
三

重
県
伊
勢
市
（
皇
學
館
大
学
）

▽
外
部
機
関
と
の
共
催
研
究
事
業

・
渋
谷
近
現
代
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
松
濤
と
代
官
山
の
暮

ら
し
を
探
る　

―
戦
前
期
渋
谷
の
住
宅
開
発
と
生
活
空

間
」（
主
催
＝
渋
谷
近
現
代
研
究
会
〈
科
学
研
究
費
助
成
事
業

《
基
盤
研
究
Ｂ
》「
戦
前
期
東
京
に
お
け
る
住
宅
開
発
と
生
活

空
間
の
変
容　

―
東
京
府
渋
谷
区
を
事
例
に
―
」、
研
究
代
表

者
＝
國
學
院
大
學
名
誉
教
授
・
根
岸
茂
夫
〉、
共
催
＝
國
學
院

大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
、
後
援
＝
渋
谷
区
・
佐
賀
大

学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
協
力
＝
朝
倉
不
動
産

株
式
会
社
）、
報
告
＝
田
原
光
泰
（
白
根
記
念
渋
谷
区
郷
土
博

物
館
・
文
学
館
学
芸
員
）「
鍋
島
侯
爵
家
の
渋
谷
開
発
」、
内

山
京
子
（
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
日
本
文
化
学
科
准
教

授
）「
鍋
島
侯
爵
家
の
生
活
空
間
と
家
政
構
造
」、
青
木
歳
幸

（
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
特
命
教
授
）

「
鍋
島
家
と
肥
前
協
会
名
簿
の
周
辺
」、
手
塚
雄
太
（
文
学
部

准
教
授
）「
戦
前
期
渋
谷
の
宅
地
開
発
と
共
託
社
」、
根
岸
茂

夫
（
本
学
名
誉
教
授
）「
戦
時
期
に
お
け
る
渋
谷
の
借
家
層
と

住
宅
環
境
」、
髙
久
舞
（
帝
京
大
学
文
学
部
講
師
）「
西
郷
山

公
園
域
の
生
活
文
化
」、
コ
メ
ン
ト
＝
上
山
和
雄
（
本
学
名
誉

教
授
）、
伊
藤
毅
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
青
山
学
院
大
学
総

合
文
化
政
策
学
部
客
員
教
授
）、
司
会
＝
宮
本
誉
士
（
研
究
開

発
推
進
機
構
教
授
）、
富
田
紘
次
（
公
益
財
団
法
人
鍋
島
報
效

会
事
務
局
長
）、
令
和
五
年
十
二
月
十
日
（
日
）
十
三
時
～

十
七
時
三
十
分
、
ヒ
ル
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
（
代
官
山
ヒ
ル
サ
イ

ド
テ
ラ
ス
）

・
公
開
講
演
会
「
乃
木
神
社
御
鎮
座
百
年
記
念
『
乃
木
神
社
御

鎮
座
之
記
』
の
編
纂
を
終
え
て
」（
主
催
＝
乃
木
神
社
・
中
央

乃
木
会
・
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
）、
講
演
一

＝
宮
本
誉
士
（
研
究
開
発
推
進
機
構
教
授
）「
乃
木
神
社
創
建

に
至
る
経
緯
」、
講
演
二
＝
半
田
竜
介
（
研
究
開
発
推
進
機
構

助
教
）「
乃
木
神
社　

戦
後
復
興
の
経
緯
」、
令
和
六
年
三
月

二
十
四
日
（
日
）
十
四
時
～
十
六
時
、
國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
Ａ
Ｍ
Ｃ
一
階
常
磐
松
ホ
ー
ル

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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令
和
六
年
度
（
所
属
・
役
職
は
開
催
・
実
施
、
敬
称
略
）

▽
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
会
議

・
第
一
回
、
令
和
六
年
四
月
二
十
七
日
（
土
）
十
時
三
十
分
～

十
一
時
十
五
分
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
開
催

・
第
二
回
、
令
和
六
年
八
月
二
十
八
日
（
水
）
十
三
時
三
十
分

～
十
四
時
三
十
分
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
開
催

・
第
三
回
、
令
和
六
年
十
二
月
十
八
日
（
水
）、
メ
ー
ル
稟
議
に

て
開
催

▽
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
会

・
第
一
回
、
藤
田
大
誠
（
人
間
開
発
学
部
教
授
）「
近
代
神
社
に

お
け
る
社
格
制
度
の
基
礎
的
考
察
」、
令
和
六
年
八
月
一
日

（
木
）
十
四
時
～
十
六
時
、
國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

Ａ
Ｍ
Ｃ
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
2

・
第
二
回
、
藤
井
哲
彦
（
総
合
企
画
部
企
画
担
当
次
長
）「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
鎮
座
す
る
神
社
の
現
況
」、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
＝
菅 

浩
二
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）、
令
和
六
年
十
二
月
二
十
日

（
金
）
十
一
時
～
十
二
時
半
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

開
催

・
第
三
回
、
杉
田
建
斗
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究

科
助
教
）「
御
体
御
卜
と
天
皇
親
祭
・
官
社
制
」、
令
和
七
年

二
月
七
日
（
金
）
十
六
時
～
十
八
時
、
國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
Ａ
Ｍ
Ｃ
五
階
会
議
室
〇
六
、
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
）
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

▽
神
社
本
庁
総
合
研
究
所
と
の
協
議

・
研
究
協
力
に
関
す
る
第
七
回
協
議
、
令
和
六
年
七
月
十
八
日

（
木
）、
神
社
本
庁
二
階
会
議
室

▽�

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
事
業
「
神
道
・
日
本
文
化
の

先
端
的
研
究
」

〈
出
張
〉

・「
神
社
本
庁
所
蔵
神
祇
院
関
係
資
料
（
近
代
社
格
関
係
資
料
）

の
調
査
・
撮
影
」、
藤
田
大
誠
（
人
間
開
発
学
部
教
授
）、
半

田
竜
介
（
研
究
開
発
推
進
機
構
助
教
）、
入
倉
滉
太
（
研
究
開

発
推
進
機
構
Ｐ
Ｄ
研
究
員
）、
令
和
六
年
七
月
十
八
日
（
木
）、

東
京
都
渋
谷
区
（
神
社
本
庁
）

・「
神
社
本
庁
所
蔵
神
祇
院
関
係
資
料
（
近
代
社
格
関
係
資
料
）

の
調
査
・
撮
影
」、
藤
田
大
誠
（
人
間
開
発
学
部
教
授
）、
半

田
竜
介
（
研
究
開
発
推
進
機
構
助
教
）、
入
倉
滉
太
（
研
究
開

発
推
進
機
構
Ｐ
Ｄ
研
究
員
）、
令
和
六
年
十
月
三
十
一
日

（
木
）、
東
京
都
渋
谷
区
（
神
社
本
庁
）

〈
内
部
研
究
会
〉

・
入
倉
滉
太
（
研
究
開
発
推
進
機
構
Ｐ
Ｄ
研
究
員
）「
本
学
所
蔵
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資
料
「
近
代
神
社
社
格
関
係
資
料
」
に
つ
い
て
」、
令
和
六
年

五
月
十
六
日
（
水
）
十
四
時
～
十
五
時
、
國
學
院
大
學
渋
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
Ｍ
Ｃ
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
2

▽
「〈
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
〉
と
建
学
の
精
神
」
研
究
事
業

〈
オ
ム
ニ
バ
ス
授
業
〉

〇「
共
存
・
共
生
の
思
想（
持
続
可
能
な
社
会
を
目
指
し
て
）」（
令

和
六
年
度
前
期
・
各
回
水
曜
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
型（
録
画
配
信
）

で
実
施
）

・
第
一
回
、
宮
本
誉
士
（
研
究
開
発
推
進
機
構
教
授
）「
授
業
ガ

イ
ダ
ン
ス　

共
存
・
共
生
の
思
想
に
つ
い
て
」、
四
月
十
日

（
水
）

・
第
二
回
、
茢
田
真
司
（
法
学
部
教
授
）「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
歴
史
と

現
在
」、
四
月
十
日
（
水
）

・
第
三
回
、
佐
藤
俊
輔
（
金
沢
大
学
准
教
授
）「
地
球
環
境
と
人

の
共
生
」
四
月
十
七
日
（
水
）

・
第
四
回
、
黒
澤
直
道
（
文
学
部
教
授
）「
中
国
の
ナ
シ
族
―
急

激
な
観
光
地
化
と
民
族
語
・
民
族
文
化
―
」
四
月
二
十
四
日

（
水
）

・
第
五
回
、
エ
リ
ッ
ク
・
シ
ッ
ケ
タ
ン
ツ
（
神
道
文
化
学
部
准

教
授
）「
環
境
を
守
る
信
仰
―
現
代
中
国
に
お
け
る
開
発
と
宗

教
―
」
五
月
八
日
（
水
）

・
第
六
回
、
加
藤
久
子
（
大
和
大
学
教
授
）「
文
化
遺
産
の
破
壊

と
復
元
：
紛
争
と
平
和
構
築
の
は
ざ
ま
で
」五
月
十
五
日（
水
）

・
第
七
回
、
河
炅
珍
（
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
准
教
授
）「
核
と

ヒ
ロ
シ
マ
ー
メ
デ
ィ
ア
か
ら
平
和
を
考
え
る
―
」
五
月

二
十
二
日
（
水
）

・
第
八
回
、
夏
秋
英
房
（
人
間
開
発
学
部
教
授
）「
教
育
と
共
生

―
外
国
に
つ
な
が
る
子
供
の
育
ち
を
中
心
に
―
」
五
月

二
十
九
日
（
水
）

・
第
九
回
、
笠
間
直
穂
子
（
文
学
部
教
授
）「
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
と

は
だ
れ
か
？
」
六
月
五
日
（
水
）

・
第
十
回
、
柏
木
亨
介
（
神
道
文
化
学
部
准
教
授
）「
日
本
社
会

に
お
け
る
因
習
と
し
て
の
民
俗
―
戦
後
の
人
権
侵
犯
事
件
の

動
向
分
析
―
」
六
月
十
二
日
（
水
）

・
第
十
一
回
、
山
本
健
太
（
経
済
学
部
教
授
）「
伝
統
と
文
化
の

現
代
的
諸
相
―
西
日
本
に
お
け
る
神
楽
舞
を
事
例
に
―
」
六

月
十
九
日
（
水
）

・
第
十
二
回
、
冬
月
律
（
麗
澤
大
学
准
教
授
）「
過
疎
地
域
の
暮

ら
し
と
神
社
の
か
か
わ
り
：
地
域
再
生
と
共
存
」
六
月

二
十
六
日
（
水
）

・
第
十
三
回
、
藤
本
頼
生
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）「
神
社
と
み

ど
り
―
鎮
守
の
森
と
緑
化
運
動
に
つ
い
て
―
」
七
月
三
日

（
水
）



彙　報361

・
第
十
四
回
、
松
本
久
史
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）「
神
道
古
典

に
探
る
共
存
の
諸
相
」
七
月
十
日
（
水
）

・
第
十
五
回
、
宮
本
誉
士
（
研
究
開
発
推
進
機
構
教
授
）「
国
連

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
へ
の
期
待
と
課
題
」

七
月
十
七
日
（
水
）

〇
「
共
存
・
共
生
の
思
想
（
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
取
り
組
み
）」

（
令
和
六
年
度
後
期
・
各
回
水
曜
二
限
、
対
面
型
で
実
施
）

・
第
一
回
、
茢
田
真
司
（
法
学
部
教
授
）「
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
」
九
月
二
十
五
日
（
水
）

・
第
二
回
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
開
発
教
育
協
会
「
セ
ッ
シ
ョ

ン
一
―
①　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
概
括
的
な
理

解
を
深
め
る
①
」
十
月
二
日
（
水
）

・
第
三
回
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
開
発
教
育
協
会
「
セ
ッ
シ
ョ

ン
一
―
②　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
概
括
的
な
理

解
を
深
め
る
②
」
十
月
九
日
（
水
）

・
第
四
回
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
開
発
教
育
協
会
「
セ
ッ
シ
ョ

ン
一
―
③　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
概
括
的
な
理

解
を
深
め
る
③
」
十
月
十
六
日
（
水
）

・
第
五
回
、古
沢
広
祐（
研
究
開
発
推
進
機
構
客
員
教
授
）「
セ
ッ

シ
ョ
ン
二
―
①　

食
と
農
業
の
問
題
」
十
月
二
十
三
日
（
水
）

・
第
六
回
、古
沢
広
祐（
研
究
開
発
推
進
機
構
客
員
教
授
）「
セ
ッ

シ
ョ
ン
二
―
②　

食
と
農
業
の
問
題
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
十
月
三
十
日
（
水
）

・
第
七
回
、
松
嶋
範
行
（
有
限
会
社
松
還
舎
社
長
）「
セ
ッ
シ
ョ

ン
三
―
①　

地
域
課
題
解
決
の
ア
プ
ロ
ー
チ
：
持
続
可
能
な

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
」
十
一
月
十
三
日
（
水
）

・
第
八
回
、
松
嶋
範
行
（
有
限
会
社
松
還
舎
社
長
）「
セ
ッ
シ
ョ

ン
三
―
②　

地
域
課
題
と
し
て
の
環
境
の
問
題
に
関
す
る
グ

ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
十
一
月
二
十
日
（
水
）

・
第
九
回
、
柳
生
崇
志
（
人
間
開
発
学
部
准
教
授
）「
セ
ッ
シ
ョ

ン
四
―
①　

子
ど
も
の
貧
困
」
十
一
月
二
十
七
日
（
水
）

・
第
十
回
、
柳
生
崇
志
（
人
間
開
発
学
部
准
教
授
）「「
セ
ッ
シ
ョ

ン
四
―
②　

子
ど
も
の
貧
困
の
問
題
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
十
二
月
四
日
（
水
）

・
第
十
一
回
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
サ
ー
ビ
ス
グ
ラ
ン
ト
（
マ

マ
ボ
ノ
）「
セ
ッ
シ
ョ
ン
五
―
①　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
」

十
二
月
十
一
日
（
水
）

・
第
十
二
回
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
サ
ー
ビ
ス
グ
ラ
ン
ト
（
マ

マ
ボ
ノ
）「
セ
ッ
シ
ョ
ン
五
―
②　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
問
題

に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
十
二
月
十
八

日
（
水
）

・
第
十
三
回
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
開
発
教
育
協
会
「
セ
ッ
シ
ョ

ン
六
―
①　

食
糧
、
気
候
変
動
、
貧
困
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問

題
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
・
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
一
月
八
日
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（
水
）

・
第
十
四
回
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
開
発
教
育
協
会
「
セ
ッ
シ
ョ

ン
六
―
②　

食
糧
、
気
候
変
動
、
貧
困
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問

題
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
・
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
一
月
十
五

日
（
水
）

・
第
十
五
回
、
茢
田
真
司
（
法
学
部
教
授
）「
終
わ
り
に
」（
録

画
配
信
）

〇
「
國
學
院
の
学
び
（
渋
谷
学
）」（
令
和
六
年
度
後
期
・
各
回

水
曜
二
限
、
ブ
レ
ン
ド
型
（
対
面
、
録
画
配
信
の
い
ず
れ
か
）

で
実
施
）

・
第
一
回
、
手
塚
雄
太
（
文
学
部
准
教
授
）「「
國
學
院
大
學
の

渋
谷
学
」
及
び
「「
渋
谷
ら
し
さ
」
か
ら
み
た
渋
谷
の
歴
史
」」

九
月
二
十
五
日
（
水
）

・
第
二
回
、
岩
橋
清
美
（
文
学
部
教
授
）「
青
山
久
保
町
に
見
る

江
戸
青
物
市
場
の
特
質
」
十
月
二
日
（
水
）

・
第
三
回
、
上
山
和
雄
（
本
学
名
誉
教
授
）「
近
代
の
渋
谷
、
そ

の
歴
史
的
成
り
立
ち
」
十
月
十
八
日
（
水
）

・
第
四
回
、
遠
藤
潤
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）「
近
世
渋
谷
の
仏

教
」
十
月
十
六
日
（
水
）

・
第
五
回
、
髙
久
舞
（
本
学
兼
任
講
師
・
帝
京
大
学
日
本
文
化

学
科
講
師
）「
渋
谷
の
祝
祭
空
間
と
そ
の
変
容
」
十
月
二
十
三

日
（
水
）（
録
画
配
信
）

・
第
六
回
、
飯
倉
義
之
（
文
学
部
教
授
）「
渋
谷
×
伝
承
文
学
」

十
月
三
十
日
（
水
）

・
第
七
回
、
西
樹
（
シ
ブ
ヤ
経
済
新
聞
編
集
長
）「
シ
ブ
ヤ
経
済

新
聞
と
渋
谷
」
十
一
月
十
三
日
（
水
）

・
第
八
回
、
吉
見
俊
哉
（
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
教
授
）「
丘
を

登
る
渋
谷
か
ら
川
筋
を
這
う
渋
谷
へ
：
渋
谷
川
・
目
黒
川
・

三
田
用
水
か
ら
見
え
て
く
る
「
も
う
ひ
と
つ
の
渋
谷
」」
十
一

月
二
十
日
（
水
）

・
第
九
回
、
手
塚
雄
太
（
文
学
部
准
教
授
）「
渋
谷
を
歩
く
」
十

月
三
十
日
（
水
）（
録
画
配
信
）

・
第
十
回
、
黒
﨑
浩
行
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）「
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
な
渋
谷
を
支
え
る
宗
教
・
伝
統
文
化
―
防
災
・
減
災
に
着

目
し
て
―
」
十
一
月
二
十
七
日
（
水
）

・
第
十
一
回
、
稲
垣
浩
（
法
学
部
教
授
）「
特
別
区
制
度
の
こ
れ

ま
で
と
渋
谷
区
」
十
二
月
四
日
（
水
）

・
第
十
二
回
、
渋
谷
区
環
境
政
策
部
「
脱
炭
素
社
会
実
現
の
道

し
る
べ
「
渋
谷
区
環
境
基
本
計
画
」」
十
二
月
十
一
日
（
水
）

・
第
十
三
回
、
田
原
裕
子
（
経
済
学
部
教
授
）「『
１
０
０
年
に

一
度
』
の
渋
谷
再
開
発
の
背
景
と
経
緯
―
地
域
の
課
題
解
決

と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
都
市
間
競
争
―
」
十
二
月
十
八
日
（
水
）

・
第
十
四
回
、橋
元
秀
一（
経
済
学
部
教
授
）「
渋
谷
エ
コ
ノ
ミ
ー

～
統
計
デ
ー
タ
か
ら
み
た
渋
谷
区
お
よ
び
シ
ブ
ヤ
の
地
域
経
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済
的
な
特
徴
と
課
題
～
」
一
月
八
日
（
水
）

・
第
十
五
回
、
東
急
株
式
会
社
渋
谷
開
発
事
業
部
「
東
急
の
渋

谷
型
ま
ち
づ
く
り
」
一
月
十
五
日
（
水
）

〈
内
部
検
討
会
〉

・
髙
橋
亮
一
（
研
究
開
発
推
進
機
構
ポ
ス
ド
ク
研
究
員
）「「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
文
献
目
録
」
作
成
作
業
の
現
状
と
課
題　

―
國

學
院
大
學
図
書
館
の
蔵
書
を
事
例
に
―
」
令
和
六
年
六
月

十
九
日
（
水
）
十
六
時
～
十
七
時
三
十
分
、
國
學
院
大
學
渋

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
Ｍ
Ｃ
五
階
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ル
ー
ム
二

▽
「
國
學
院
大
學
「
古
典
文
化
学
」
の
創
出
研
究
事
業
」

〈
公
開
講
演
会
〉

・「
霊
峰
英
彦
山
と
地
域
社
会
」、
講
演
一
「
英
彦
山
の
歴
史
」

＝
高
千
穂
有
昭
（
英
彦
山
神
宮
禰
宜
）、
講
演
二
「『
古
事
記
』

『
日
本
書
紀
』
に
み
る
天
忍
穂
耳
命
」
＝
谷
口
雅
博
（
文
学

部
教
授
）、
講
演
三
「
精
神
文
化
と
ま
ち
づ
く
り
―
東
京
に
お

け
る
社
寺
会
堂
連
携
の
挑
戦
―
」
＝
吉
見
俊
哉
（
観
光
ま
ち

づ
く
り
学
部
教
授
）、
司
会
＝
渡
邉
卓
（
研
究
開
発
推
進
機
構

准
教
授
）、
令
和
六
年
八
月
二
十
四
日
（
土
）
十
三
時
三
十
分

～
十
六
時
、
福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
馬
借
一
―
三
―
九　

ク
エ
ス
ト
第
二
ビ
ル
六
階
Ｔ
Ｋ
Ｐ
小
倉
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
Ｋ

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
ホ
ー
ル

〈「
古
典
文
化
学
」
研
究
会
〉

・
第
一
回
、
令
和
六
年
五
月
二
十
九
日
（
水
）、「「
古
事
記
注
釈
」

検
討
：
古
事
記
注
釈
（
四
一
）「
葦
原
中
国
平
定
（
六
）」」
＝

谷
口
雅
博
（
文
学
部
教
授
）・
小
野
諒
巳
（
研
究
開
発
推
進
機

構
客
員
研
究
員
）、
十
六
時
三
十
分
～
十
八
時
、
オ
ン
ラ
イ
ン

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
開
催

・
第
二
回
、
令
和
六
年
七
月
三
十
一
日
（
水
）、「「
古
事
記
注
釈
」

検
討
：
古
事
記
注
釈
（
四
二
）「
葦
原
中
国
平
定
（
七
）」」
＝

谷
口
雅
博
（
文
学
部
教
授
）・
小
野
諒
巳
（
研
究
開
発
推
進
機

構
客
員
研
究
員
）、
十
六
時
三
十
分
～
十
八
時
、
オ
ン
ラ
イ
ン

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
開
催

・
第
三
回
、
令
和
六
年
十
一
月
十
三
日
（
水
）、「「
古
事
記
注
釈
」

検
討
：
古
事
記
注
釈
（
四
三
）「
天
孫
降
臨
（
一
）」」
＝
谷
口

雅
博
（
文
学
部
教
授
）・
小
野
諒
巳
（
研
究
開
発
推
進
機
構
客

員
研
究
員
）、
十
六
時
三
十
分
～
十
八
時
、
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
）
開
催

・
第
四
回
、
令
和
六
年
十
二
月
二
十
三
日
（
月
）、
報
告
「
皇
典

講
究
所
・
國
學
院
と
木
村
正
辞
」
＝
渡
邉
卓
（
研
究
開
発
推

進
機
構
准
教
授
）、
コ
メ
ン
ト
＝
大
谷
歩
（
天
理
大
学
人
文
学

部
講
師
・
研
究
開
発
推
進
機
構
共
同
研
究
員
）、
十
八
時
～

十
九
時
、
國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
Ｍ
Ｃ
五
階
会
議

室
〇
六
、
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
に
よ
る
ハ
イ
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ブ
リ
ッ
ド
開
催

〈
出
張
〉

・「
令
和
六
年
度
「
古
典
文
化
学
」
公
開
講
演
会
「
霊
峰
英
彦
山

と
地
域
社
会
」
実
施
・
運
営
の
た
め
」、
谷
口
雅
博
（
文
学
部

教
授
）・
吉
見
俊
哉
（
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
教
授
）・
渡
邉

卓
（
研
究
開
発
推
進
機
構
准
教
授
）・
半
田
竜
介
（
研
究
開
発

推
進
機
構
助
教
）・
鶉
橋
辰
成
（
研
究
開
発
推
進
機
構
客
員
研

究
員
）・
志
水
志
保
（
研
究
開
発
推
進
機
構
事
務
課
主
任
）、

令
和
六
年
八
月
二
十
三
日
（
金
）
～
二
十
五
日
（
日
）、
福
岡

県
北
九
州
市
（
Ｔ
Ｋ
Ｐ
小
倉
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）・
田
川
郡
添

田
町
（
英
彦
山
神
宮
）

▽
渋
谷
学
研
究
会

・
吉
見
俊
哉
（
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部
教
授
）「
丘
を
登
る
渋
谷

か
ら
川
筋
を
這
う
渋
谷
へ
―
渋
谷
川
・
目
黒
川
・
三
田
用
水

か
ら
見
え
て
く
る
「
も
う
ひ
と
つ
の
渋
谷
」
―
」
令
和
七
年

一
月
二
十
一
日
（
火
）
十
五
時
～
十
七
時
三
十
分
、
國
學
院

大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
Ｍ
Ｃ
五
階
会
議
室
〇
六

▽
外
部
機
関
と
の
共
催
研
究
事
業

・
第
二
十
六
回
神
道
文
化
会
公
開
講
演
会
「
平
安
時
代
と
神
道

文
化
」（
主
催
＝
一
般
財
団
法
人
神
道
文
化
会
、
共
催
＝
國
學

院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
）、
講
演
一
＝
岡
田
莊
司

（
本
学
名
誉
教
授
）「
新
し
い
信
仰
世
界
の
登
場
」、
講
演
二

＝
藤
森
馨（
国
士
舘
大
学
教
授
）「
平
安
時
代
の
天
皇
と
貴
族
、

そ
し
て
伊
勢
神
宮
」、
司
会
＝
加
瀬
直
弥
（
神
道
文
化
学
部
教

授
）、
令
和
六
年
六
月
十
五
日
（
土
）
十
三
時
～
十
六
時
三
十

分
、
國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
百
周
年
記
念
館
記
念
講

堂
・
明
治
聖
徳
記
念
学
会
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
神
社
の
信
仰
の

今
と
昔
―
伊
勢
神
宮
を
軸
に
し
て
―
」（
共
催
＝
明
治
聖
徳
記

念
学
会
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
）、
発
題
＝

大
東
敬
明
（
研
究
開
発
推
進
機
構
教
授
）「
中
臣
祓
と
伊
勢
神

宮
を
め
ぐ
る
中
世
の
言
説
―
両
部
神
道
書
・
伊
勢
神
道
書
を

中
心
に
―
」、
西
岡
和
彦
（
神
道
文
化
学
部
教
授
）「
山
崎
闇

斎
の
伊
勢
神
宮
観
」、
中
野
裕
三
（
明
治
聖
徳
記
念
学
会
事
務

局
・
國
學
院
大
學
兼
任
講
師
）「
近
世
国
学
者
の
外
宮
祭
神

観
」、
吉
川
竜
実
（
神
宮
参
事
）「
近
世
神
宮
考
証
学
成
立
の

経
緯
と
信
仰
」、
コ
メ
ン
ト
＝
牟
禮
仁
（
元
皇
學
館
大
学
神
道

研
究
所
教
授
・
神
社
本
庁
教
学
顧
問
）、司
会
＝
櫻
井
治
男（
皇

學
館
大
学
名
誉
教
授
）、
令
和
六
年
七
月
十
三
日
（
土
）
十
三

時
～
十
七
時
、
國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
Ｍ
Ｃ
一
階

常
磐
松
ホ
ー
ル
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▽
國
學
院
大
學
院
友
神
職
会
総
会
研
究
報
告
会

・
柏
木
亨
介
（
神
道
文
化
学
部
准
教
授
）「
西
南
戦
争
下
の
神
職

の
説
諭
」、
令
和
六
年
十
月
二
十
四
日
（
木
）、
國
學
院
大
學

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
Ｍ
Ｃ
一
階
常
磐
松
ホ
ー
ル

▽
成
果
公
開

〈
刊
行
物
〉

・『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
十
九

号
、
令
和
七
年
三
月




